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私は,昭和 17年 4月からこちら-参 りまして,丁度 26年になるわけであります｡
その間いろいろの事があったわけでありまして,私は,ここに私 としての情熱をっぎ込
むことができたと思ってお ります ｡ そ ういうことができる場所を,言わば天が提供 して
くれたということは,私にとって大変幸福な事であったと思ってお ります｡ またその
間,教室の方々,或いは理学部の方々,いろいろと一緒になってやっていただきました











こともない,普通の通 りの講義をされました｡最終講義とも何 とも出てお りませんでし
たが,ただこれが最後の時間なんだということをみんなで話 し合って,感銘深く聞きま
した｡ そういうことがあるだけで,前例を私存 じませんので,どういうことをお話しし




































































































































など致 しました｡ それからNordheim が国外に行 くと言 うもんですから,その秋から














































































































































































































































































1)量子力学形成の項については,有山 "科学史研究"No.21(1952年 2月) ｢量子
論 50年の回顧 (1)物性論｣に詳しい｡
2) Sommerfeldは1928年 12月 5,6,7及び19日の4日間,東大法学部講堂で,
SelectedProblemsonWaveMechanicsandTheoryofElectronsと題 して講演
したo その講演大要は藤岡由夫に依って ｢数物学会誌｣2No.3(1929年 5月)の
付録として,約 50頁にわたって紹介されている｡
3) IleisenbergとDiracの講演会は,1929年 9月2-7日の6日間にわたって ,東
大文学部と理研講堂で踊かれ ｢連日数百名の熱心な聴講者堂に溢れ｣る盛況だった
そうであるO 『理研糞報』 8No.10(1929年 10月)869参照,なお,『理研嚢報』
9No,1(1930年1月 )55-68に,仁科芳雄が,講演の一部の要旨を紹介してい
る｡また朝永振一郎によれば,それは, ｢量子力学に関する本邦最初の 本格的講
義｣であり,その記録は 『啓明会紀要』第 11号 (量子力学諸問題 )に出ているそ
うである｡ (『科学』 46 No.1(1976年 1月)巻頭言)が,勝木はまだ見てい
ない｡このH.&D.の講演は武藤俊之助にも大きな影響を与えたらしい｡ 武藤 :
『物性』 14No.1(1973年 1月) 1-8,小林正一 :『日大文理自然 科学研紀
要』第 9号 (1974年3月)参照｡
4)有山滞独中の出来事については,季刊 『社会思想』 1巻 1号 (1971年5月発行)
に載った座談会 ｢30年代ヨーロッパと自然科学者｣ (出席者 .'有山兼孝 ･江上不











は昭和6年 6月であり,昭和 15年5月末迄3期 9年間その職にあった｡
-68-
